
　　日　　時 研修名 　　　目　　　的　　・　　　　　目　　　標 対象者 　　講師 場所 参加人数

4月1日
慈愛会新採用

合同オリエンテーショ
ン

目的）病院の概要を知り、早く職場に慣れ業務ができるように職場への円滑な導入を図る。
１）学生の意識を払拭し、ビジネスマナーの基本行動につける。
２）組織人意識を確立し、医療サービスを提供者に求められる意識を確立する。
３）仕事の進め方・仕事の仕方の基本を学び、自己開発の姿勢作りをする。
４）職場の人間関係の考え方とコミニュケーションの築き方を学ぶ。

採用者 慈愛会本部

4月２日～5
日

今村病院
新採用オリエンテー

ション

目的）病院の概要を知り、早く職場に慣れ業務ができるように職場への円滑な導入を図る。
１）今村病院の理念を知り、組織の一員としての自覚を持つ。
２）病院組織における部門の位置づけと役割がわかる。
３）他部門との連携方法がわかる。
４）各看護単位と各委員会の役割がわかる
５）医療機器の取り扱いを学ぶ。
６）採血・血管確保時の必要物品が準備でき、安全安楽に実施できる。

採用者 その他 別館3階

３月～4月
新人看護師
採用研修

　別紙記載
新人看護師

（レベルⅠ）
各部署担当者 別館3階 9名

5月8日 就職説明会
目的）就職説明会を担当することで所属意識を高めることができる。
目標：①自分自身が所属する病院、病棟についてプレゼンテーションできる。

Ⅱ 2年目看護師
ベーサイド錦

江
2名

4月16日
14：00～
18：00

臨地実習研修①

目的）基礎教育において、質の高い臨地実習環境を提供するための実習指導者育成を行う。
目標：①臨地実習の目的・意義を再確認する。
　　　　②実習指導者の役割を理解し、より良い実習環境を提供することが出来る。
　　　　③自己の教育観を確立し、スタッフへ良いリーダーシップが発揮できる。
　　　　④教員との連携を充実させ、学生指導が効率よくできるように調整できる。

臨地実習指導
者＋Ⅱ後期～

Ⅲ
その他

慈愛会本部
3階

17名

4月21日
臨地実習指導者研修会

①
「専門教員を受講して」

目的）現代の看護学生の現状と教育内容を知り、看護学生の実習や新人看護師を受け入れの際の
　　　効果的な指導に活かせる。
目標：①看護教育課程の変化を知り、現在の看護教育を理解できる。
　　　②今の看護学生の現状をを理解できる

臨地実習指導
者＋Ⅱ後期～

Ⅲ
諏訪脇　恵美 別館2階 9名

5月11日

臨地実習指導者研修会
②

「臨地実習指導者研修会
を　受講して」

目的）現代の看護学生の現状と教育内容を知り、看護学生の実習や新人看護師を受け入れの際の
　　　効果的な指導に活かせる。
目標：①看護教育課程の変化を知り、現在の看護教育を理解できる。
　　　②今の看護学生の現状をを理解できる

Ⅱ後期～Ⅲ
芳野　ゆかり

臨地実習指導者
別館3階 7名

5月22日～
23日

新採用宿泊研修

目的）慈愛会職員として親睦を深めて、相互理解を図るり、自己の役割を考え目標設定ができる。
　　　災害発生時の対応について理解を深める。
目標：①それぞれの職種についての相互理解を図り、医療連携の意識をもつ
　　　②災害発生時に対応できる防災基礎知識について理解を深める。
　　　③医療機関に求められるﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨを考える

新採用者 他
県立吉田

少年自然の家
11名

6月2日 リーダーシップ研修

目的）リーダーシップ能力を身につけ、部署内でリーダーとして役割行動につなげられる。
目標：①リーダーシップ持つことの必要性と役割を理解できる。
　　　②リーダーシップを発揮できる方法を理解できる。

Ⅱ後期～Ⅲ
中窪尊子
看護師長

別館3階 16名

                     平成２8年度　　　院内教育実績  　平成２9年　3月　作成



6月23日
平成28年度日本看護協

会通常総会報告会
ナラティブ発表会

目的）日本看護協会通常総会参加者より研修報告を聴き、看護界の最新の動向を知る。
目的）自分の看護を振り返り、自分の看護観を表現することができる。
①看護にとって「語り」に関心を向け、看護実践をより豊かにする手がかりとすることができる。
②自己や他者の成長を感じることが出来き、今後のやりがい感につなげられることができる。

看護職員全員 総会参加者 別館3階 68名

10月22日
14：00～
18：00

臨地実習研修②

目的）基礎教育において、質の高い臨地実習環境を提供するための実習指導者育成を行う。
目標：①臨地実習の目的・意義を再確認する。
　　　　②実習指導者の役割を理解し、より良い実習環境を提供することが出来る。
　　　　③自己の教育観を確立し、スタッフへ良いリーダーシップが発揮できる。
　　　　④教員との連携を充実させ、学生指導が効率よくできるように調整できる。

臨地実習指導
者＋Ⅱ後期～

Ⅲ
その他

慈愛会本部
3階

14名

　　日　　時 研修名 　　　目　　　的　　・　　　　　目　　　標 場所

5月27日
重症度・医療看護必要

度
①　②

目的）医療、重症度看護必要度の概念と構成項目と改正点を理解でき、正しく評価出来る。
目標：①看護必要度の構成項目と改定内容を理解できる。
　　　②看護必要度に必要な記録を記載していく必要性が理解できる。
　　　③看護必要度の評価内容を正しく行える。

全員 未定 別館3階 43名

8月6日
9：00～
17：00

危機的状態の看護理論

目的）卒後3年目の看護師が看護実践に活かせる看護理論を理解する
目標：①危機的状態の患者・家族の受容過程を理解する
　　　②危機的状態の患者・家族の心理過程を理解し適切な看護方法を学ぶ
　　　③事例から患者の心のケアについて学ぶ
　　　④学んだことを今後の看護実践で活かすことができる

Ⅱ前期＋管理
職＋希望者

鹿児島大学
保健学科

堤　由美子教授

慈愛会
本部ビル

3階会議室
18名

9月1日 災害看護

目的）災害時の対応について学び、当院での災害体制の構築できる。
目標：①病院内の災害時の対応内容を理解できる。
　　　②災害サイクルを理解し、それに応じた受け入れ準備ができる。
　　　③トリアージの内容を理解し、トリアージごとの対応ができる。

Ⅱ後期～Ⅲ 未定 別館3階 35名

10月1日
プリセプター

フォローアップ研修②

目的）プリセプターとしての関わりと通しての悩みや情報を共有できる。
目標：①プリセプターとしてのこれまでの自分の関わりを振り返りこれからの関わりにいかすこと
ができる

プリセプター 教育担当 別館3階 8名

11月17日
チーム医療②

リハビリとの連携

目的）チーム医療のメンバーとして他部門と連携し、協働とした関わりができ、看護実践にいか
す。
目標：①情報共有の必要性と連携の必要性を理解し、リハビリスタッフとの情報を共有できる。

Ⅲ～Ⅳ＋希望
者

リハビリ 別館3階 17

12月15日
ファースト・

セカンド伝達研修

目的）看護管理に関する基本的知識・技術・態度について知る。
目標：①リーダー業務内容を理解し、リーダーシップが図れる。
　　　②問題提起し、問題解決する方法を学ぶことができる。

Ⅲ～Ⅳ＋管理
職

研修参加者 別館3階 29名

1月19日
チーム医療③

退院支援から訪問看護

目的）退院支援のプロセスと在宅療養支援の現状を知り、入院時からの支援に活かすことができ
る。
目標：①退院までの支援経過を理解できる
　　　②在宅での支援現状を知り、今後の退院支援や指導に活用できる。

Ⅳ～管理者＋
希望者

未定 別館3階 36名

1月26日
2月3日

リフレクション
目的）自己の看護を振り返り、医療倫理・看護倫理に関連した場面について実践把握、問題整理が
でき看護実　　践にいかす。 Ⅱ後期～Ⅲ 教育担当 別館3階 34名

3月16日
次年度チューター・
プリセプター研修会

★プリセプターシップの役割と機能を学び、プリセプターとしての能力を高め、新人看護師が職場
に適応できるように支援する能力を養う。 Ⅱ前期 教育担当 別館3階 10名

対象者



日　　時 研修名 　　　目　　　的　　・　　　　　目　　　標 場所

5月24日 看護部ほほえみ総会

目的）各委員会の前年度活動実績・今年度活動計画を知り、当院の看護部の一員としての役割
　　・行動につなげられる。
目標：①各委員会の活動実績・計画を知る。
　　　②委員会の活動内容に協力できる。

別館4階
リハビリ室

97名

6月23日
平成2７年度日本看護協

会通常総会報告会
ナラティブ発表会

目的）日本看護協会通常総会参加者より研修報告を聴き、看護界の最新の動向を知る。
目的）自分の看護を振り返り、自分の看護観を表現することができる。
①看護にとって「語り」に関心を向け、看護実践をより豊かにする手がかりとすることができる。
②自己や他者の成長を感じることが出来き、今後のやりがい感につなげられることができる。

別館3階
会議室

68名

12月3日
15：00～18：

00
本院看護研究発表会 目的）研究や実践により得られた知見を発表し、より質の高い看護実践の開発に最善を尽くす。

別館4階
リハビリ室

89名

3月24日 ほほえみ会研修報告会 目的）平成2８年度院外研修受講者の伝達講習を受け、知見を広める事ができる。
別館4階

リハビリ室
64名

各担当者

看護職員全員

各部署　報告者

各部署担当者

講　　師

看護部全体研修　　　　　　　　　　対象者：看護職員





6月
化学療法

～基礎編～

目的）がん化学療法の実際を理解することで安心・安全な看護を提供できる
①抗がん剤の治療・有害事象を知る理解できる。
②血管外漏時の観察と対応について理解できる。
③投薬中の抗がん剤暴露の危険性と安全対策を理解できる。

Ⅰ～Ⅱ
別館3階
会議室

21名

7月 Ⅱ～Ⅳ
別館3階
会議室

24名

8月 Ⅱ～Ⅳ
別館3階
会議室

23名

9月 Ⅱ～Ⅳ
別館3階
会議室

16名

10月 Ⅱ～Ⅳ
別館3階
会議室

17名

11月 Ⅱ～Ⅳ
別館3階
会議室

20名

12月 Ⅱ～Ⅳ
別館3階
会議室

21名

5月～2月 希望者 中窪尊子師長
別館3階
会議室

211名

5月21日 希望者 ＣＤＥ
別館3階
会議室

44名

6月18日 希望者 ＣＤＥ
別館3階
会議室

42名

7月16日 希望者 ＣＤＥ
別館3階
会議室

44名

10月15日 希望者 ＣＤＥ
別館3階
会議室

29名

癌化学療法看護
認定看護師
東　美奈

食事ｏｒ運動

癌化学療法分野

　　ＥＬＮＥＣ－Ｊ　10回シリーズ　　　　（内容別紙参照）

化学療法　応用編　Ⅱ　　　　疾患別　抗がん剤の投与と看護　　　　「血液疾患①～白血病～　」　

緩和ケア分野

糖尿病治療に必要な技術：血糖測定、インスリン注射

化学療法　応用編　Ⅰ　　　　疾患別　抗がん剤の投与と看護　　　　「肺疾患　～肺がん～」　

化学療法　応用編　Ⅲ　　　　疾患別　抗がん剤の投与と看護　　　　「血液疾患②～悪性リンパ腫～」

化学療法　応用編　Ⅳ　　　　疾患別　抗がん剤の投与と看護　　　　「消化器疾患～大腸～ 」

化学療法　応用編　Ⅴ　　　　疾患別　抗がん剤の投与と看護　　　　「消化器疾患～胃～」

糖尿病に関連した薬物について

スペシャリスト・ジェネラリスト・管理者研修

糖尿病療養指導士

化学療法　応用編　Ⅵ　　　　疾患別　抗がん剤の投与と看護　　　　「消化器疾患～肝・胆・膵～」

インスリン・インクレチン系注射の種類と作用（インスリンチャート表の活用法）



1月15 希望者 ＣＤＥ
別館3階
会議室

40名

7月 Ⅱ～Ⅲ 担当者
別館3階
会議室

39名

8月 Ⅰ～Ⅲ リハビリ
別館3階
会議室

11名

　　９月 Ⅰ～Ⅱ 臨床工学士
別館3階
会議室

27名

１０月 Ⅱ～Ⅲ 臨床工学士
別館3階
会議室

19名

1１月 Ⅱ～Ⅲ
呼吸療法士

大宮司　直美
別館3階
会議室

22名

8月 18名

11月 Ⅲ 7名

9月 副師長 8名

2月 師長 13名

慈愛会　看護部　キャリアアップセミナー
　　　　　～中級役職者～

慈愛会　看護部　キャリアアップセミナー
　　　　　～上級役職者～

呼　吸　療　法　士

管　理　者

内　視　鏡　技　師

慈愛会　看護部　キャリアアップセミナー

人工呼吸器研修③　　「人工呼吸器の設定モードとアラーム」

人工呼吸器研修④　　「人工呼吸器の装着中の合併症と看護」

管理者任用候補研修

人工呼吸器研修②　　「人工呼吸器の装着と取り扱い方法」

シックディ時の対応

人工呼吸器研修①　　「体位ドレナージと排痰法」

ＥＭＲの実際とポイント


